
器物の「伝世・長期保有」「復古再生」の
実証的研究と倭における王権の形成・維持

課題番号：19H01340
2019 ～ 2022 年度科学研究費補助金

基盤研究（B）　研究成果報告書

2023

研究代表者　岩 本 　 崇
（島根大学学術研究院人文社会科学系 准教授）

島根大学法文学部



iii

例　　言

　本書は、科学研究費補助金〔基盤研究（B）〕の交付を受けて実施した調査研究の成果報告書である。

１．研究課題名：器物の「伝世・長期保有」・「復古再生」の実証的研究と倭における王権の形成・維持
２．課題番号：19H01340
３．研究期間：2019 年度～ 2022 年度（2023 年度に補助事業の繰り越し）

４．研究組織：
　　　研究代表者　岩本　　崇（島根大学学術研究院人文社会科学系・准教授）

　　　研究分担者　上野　祥史（国立歴史民俗博物館・准教授）

　　　　　　　　　大賀　克彦（奈良女子大学大和・紀伊半島学研究所・特任講師）

　　　　　　　　　阪口　英毅（京都大学大学院文学研究科・助教〔2019 年度〕）

　　　　　　　　　川畑　　純（奈良文化財研究所・主任研究員〔2022 年度（2021 年度は研究協力者）〕 ）

　　　　　　　　　諫早　直人（京都府立大学文学部・准教授）

　　　　　　　　　金　　宇大（滋賀県立大学人間文化学部・准教授）

　　　　　　　　　吉田　　広（愛媛大学ミュージアム・教授）

　　　　　　　　　吉澤　　悟（独立行政法人国立文化財機構奈良国立博物館・部長）

　　　研究協力者　水野　敏典（奈良県立橿原考古学研究所企画学芸部企画）

　　　　　　　　　久住　猛雄（福岡市経済観光文化局文化財部埋蔵文化財課）

　　　　　　　　　細川晋太郎（宮内庁三の丸尚蔵館）

　　　　　　　　　村瀨　　陸（奈良市埋蔵文化財調査センター）

　　　　　　　　　磯貝　龍志（岐阜県文化財保護センター）

５．研究経費：14,690,000 円（直接経費 : 11,300,000 円　　間接経費 : 3,390,000 円）

　　　2019 年度　　直接経費 : 4,200,000 円　　間接経費 : 1,260,000 円
　　　2020 年度　　直接経費 : 2,600,000 円　　間接経費 : 780,000 円
　　　2021 年度　　直接経費 : 2,600,000 円　　間接経費 : 780,000 円
　　　2022 年度　　直接経費 : 1,900,000 円　　間接経費 : 570,000 円
　　　　2022 年度予算の一部を 2023 年度に繰り越し
６．研究成果：本書および本書３～８頁に記載。
　　　　　　　なお、本書は研究組織に記載した研究参画者の協力を得て、岩本が編集にあたった。
　　　　　　　文責は第Ⅰ部論考編では冒頭に掲げ、それ以外は執筆部分の末尾に記載した。
　　　　　　　本書末尾の図版に掲載した写真はすべて岩本の撮影によるものである。
７．謝　　辞：研究活動を推進するにあたっては、じつに多数の機関・各位よりご協力を賜った。紙幅
　　　　　　　の関係からそのすべてを明記させていただくことは叶わないが、ここに記して感謝申し
　　　　　　　上げたい。なお、共同調査の実施に際しては、奈良国立博物館、山口県平生町教育委員　　
　　　　　　　会、本間美術館よりご高配を賜った。また、共同調査における資料化とその報告にあたり、
　　　　　　　谷澤亜里氏（奈良文化財研究所）、二村真司氏（京都大学大学院文学研究科博士後期課程）、林
　　　　　　　弘幸氏（益田市教育委員会）からご協力を賜った。また、加藤一郎氏（宮内庁書陵部）には
　　　　　　　共同研究会においてオブザーバーとして参加いただき、種々のご助言を賜った。
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